
○計算のしかたを考えよう。 
・アレイ図 
・模擬貨幣 
・さくらんぼ計算 
 
○ペアで説明し合う 
・位ごとに分ける等の大切な言葉を使って説明を
行う。 

７ 本時の学習 

（１）本時の目標 

２位数×１位数（部分積がみな１桁）の筆算の仕方について理解し，その計算ができる。 

（２）本時の評価規準   

イ 数の構成や既習の乗法計算に着目し２～３位数×１位数の筆算について考え，説明している。 

（３）本時で育成したい資質・能力 

   Ｂ 相手や目的に応じて，伝えたいことを正しく伝えることができ，自分と他の考えを比べながら聞き，様々な考えを認めることができる。 

（４）本時の学習展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                           

                                           

 

〇わかっていること，聞かれていることはなに
かな。 

・1まい２３円，３まい買う。 
・代金はいくら。   
 
○何算が使えるかな。 
・かけ算。 
・たし算。 
〇式を考えてみよう。 
・２３×３ 
・1まの値段×買う数＝代金 

 
○アレイ図と模擬貨幣ではどっちが正確で早く答
えを出すことができると思いますか。 

・模擬貨幣。 
 
○模擬貨幣とさくらんぼ計算ではどっちが正確で
早く答えを出すことができると思いますか。 

・さくらんぼ計算。 
 
○どうして 20と 3に分けたと思いますか。 
・位ごとに分けて計算すると，計算しやすいから。 

 
○今日の学習のまとめは何ですか。 
・本時のめあてに対するまとめを発表する。 
 
○今日学習したことを使って問題を解きま
しょう。 

・チャレンジ問題を解く。 
 
〇今日の学習を振り返りましょう。 
・今日の学習の振り返りを書いた後に，発表
する。 

○
教
師
の
発
問 

・
児
童
の
活
動
・
反
応 

  ○問題場面をとらえ，立式する。 

。  前時の復習をして，かけられる数が 10倍

すると答えも 10 倍になることを確認さ

せる。 

○２３×３の計算のしかたを，アレイ図や 
模擬貨幣を使ったり数操作をしたりして考え， 
答えを求めるようにする。 

 
Ｂ相手や目的に応じて，伝えたいことを正しく伝え
ることができ，自分と他の考えを比べながら聞き，
様々な考えを認めることができる。 

 

○アレイ図と模擬貨幣を使って説明や補助説明を 

させ，友だちの考えを他の子に説明したり，ペアで 

 説明し合ったりする。 

児童の考え方を出すときの工夫…ホワイトボード

の活用，視覚的に残す。 

 

イ数の構成や既習の乗法計算に着目し２～３位数×

１位数の筆算について考え，説明している。 

 

○児童の言葉を使ってまとめる。 

・位ごとに分けることによって，計算しやす

くなることに気づくことができている。 

問題把握（７分） 自力思考（８分）・集団思考（１５分） まとめ・振り返り（１５分） 

大きい数のかけ算のしかたを考えよう 

Ⓐ
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めあて 

まとめ ２３×３は，２３を２０と３に分けて，２

０×３と３×３のように，位ごとに分けて

計算すれば，九九を使って答えを求めるこ

とができる。 

 

問題 

自力思考 

集団思考 

チャレンジ 

23×3の計算のしかたを考えよう。 

1まい２３円の色画用紙を， 

３まい買います。 

代金はいくらですか。 

 

・ 

・ 

計算のしかたを考えよう。 

 

         ？？ 円 

 ２３円 ２３円  ２３円 

   １      ２     ３（まい） 

 

 

式：２３×３ 

 

式：（１まいの値段）×（買う数）＝（代金） 

①３１×３ 

②４３×２ 

③１２×４ 

④３０×３ 

ふり返り 
・大きい数のかけ算でも，九九を使

うことができる。 

 

 

10の位 

⑩ ⑩ ⑩    ２０×３＝６０ 

⑩ ⑩ ⑩     

 

1の位 

① ① ① 

① ① ①    ３×３＝９ 

① ① ① 

 

合わせると，６９ 

２３×３ 

 

２０ ３ 

 

２０×３＝６０ 

３×３＝９ 

合わせて，６９ 

位ごとに分けている 

式：２３×３＝６９ 

          答え．６９円 


